
出演’菅野常子菅野芳子

監督・撮影十奇屠みずえ

フロデュ馴サー　鉱田か落，′′野や章訂、　編盛上足トカナ　　整合常軌鶉悉

宣伝椀か東風　　配給　映級クループロ一一ポジション

製作溝力　映像グループ：ローポジション′ノアジアプレス・インタ血ナショナノレ

製作噴泉「鉱舘村の母ら、）んj制作太線の倉

2016年／′95分／HD／丹キュメンタリー　①諷ノiizLleFtlrui2016

1VWWi主とate－lnOther▼cc沌11

原発事故から5年－　菖居みずえ監督が描く
へこたれない母ちゃんたちの愛しき友情ストーリー
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年－

島著警

菅野栄子（かんの・えいこ）さんは79歳。孫に囲まれた幸せな老後を

送るはずが、福島第一原発の事故で一転する。柴子さんが暮らす福

島県飯館村は全村避難となり、ひとりで仮設住宅で暮らすことにな

った。支えは親戚であり友人の78歳の菅野芳子（かんの・よしこ）さ

んだ。芳子さんは避難生活で両親を亡くし、ひとりで栄子さんの隣に

移ってきた。「ばば漫才」と冗談を飛ばし互いを元気づける、2人の

仮設暮らしが始まった。

／
栄子さんの信条は、食べるものは自分で作ること。ふたりで畑を耕

し、トマト、キュウリ、芋、大豆、大根など様々な作物を収穫する。

かぶや白菜の漬物、おはぎ、にんじんの胡麻和え‥・「おいしいよ」

と笑顔で食卓に手料理を並べる。村の食文化を途絶えさせたくない

と、昔ながらの味噌や凍み餅（しみもち）の作り方を、各地に出向い

て教えるようにもなった。

●
飯館村では帰村に向けた除染作業が行われている。だが高い放射線

監督の古居みずえは30年近くパレスチナの取材を続けているゎ特に女性や子

どもに焦点をあて、『カータパレスチナの詩』『ぼくたちは見た－ガザ・サム二

家の子どもたち劇』など個人や家族に密着したドキュメンタリー映画を発表

してきた。本作でも、故郷を奪われた哀しみを抱えながら、たくましく生きる

女たちを丁寧に見つめていく。

原発事故から5年、未だに10万人が避難生活を続ける∴避難の長期化による

孤立や分断が深まるなか、私たちに何ができるのか。

本作を通じ、ともに〟これから〝を

模索してほしい。

と　き　2017年2月5日（日）14時開場14時30分開演
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